継続提案書（平成２８年度実施提案）　様式２
[bookmark: _GoBack]研究開発内容説明書青字・赤字は留意事項又は記載例です。
提出の際にはすべて必ず削除して下さい。

	研究開発課題名を記入してください。



●以下、記載内容が評価者に十分理解されるよう、図・グラフ等を活用して記述方法を工夫して下さい。

１　目標の達成状況について（平成２７年１２月末日時点）
研究開発成果の目標の達成状況について、現時点（平成２７年１２月末日時点）における状況を詳細に記述して下さい。（なお、評価結果は、総務省のホームページを通じて公表される場合があります。）
◎本章は、継続評価における以下の評価の観点に対する説明に相当します。
現時点の目標達成度
・研究計画上、現時点で到達すべき目標は確実に達成されているか。
・研究開発の進捗状況は適切か。
























○自己評価（平成２７年１２月末日時点）
選抜提案書に記載した今年度（平成２７年度）の目標に対して、満点を１００点とした場合の自己評価点とその評価を行う理由（現時点（平成２７年１２月末日時点）の達成状況など）を詳細に記述して下さい。
　・自己評価点　　　　　　　　　　　　　　　＃＃点
　・理由







青字・赤字は留意事項又は記載例です。
提出の際にはすべて必ず削除して下さい。

一行あけ
２　今後の目標・計画等について
　研究開発課題提案書（公募時）及び選抜提案書に記述した内容を踏まえて、来年度の研究開発の最終的な達成目標及び具体的な実施計画、予算計画及び実施体制について、詳細に記述してください。
　なお、研究開発の進捗状況や推進にあたって生じた課題等の要因により、研究開発課題提案書（公募時）に記述した目標を見直した場合には、その旨を本提案書に記述してください。
（1） [bookmark: OLE_LINK1]研究開発成果の目標と研究開発計画
本項は、継続評価における以下の評価項目・評価の観点に対する説明に相当します。
今後の目標設定、実施計画の妥当性
· 研究開発成果の最終的な達成目標及び具体的な実施計画が明確に設定されているか。
今後の予算計画、実施体制の妥当性
· 研究開発の予算計画及び実施体制（研究の役割分担や責任分担、資金管理面等を含む。）は適切か。
· 費用対効果は適切か。

1 研究開発成果の目標
目標とする「研究開発成果」を具体的かつ可能な限り数値的に記載してください。また、周辺分野の研究開発動向を踏まえ、その目標を設定した根拠について明確に記載してください。
記載例：○○技術において△△（数値）の性能を達成。
根拠：○○技術は、最終目標である××技術の創出に不可欠な技術であるため、既存の技術を基に
◇◇の改良を加えることによって数値目標を達成することを目標に掲げる。



2 研究開発計画
研究開発計画（研究開発成果目標の研究開発手法、実施スケジュール、実施体制、予算計画等網羅的に）を立て、費用対効果についてもできる限り定量的かつ具体的に記載してください。




（2）研究開発目標（アウトカム目標）及びその達成方法
本研究開発全体を通じて得られる研究開発成果が、どのような効果(成果展開、課題の克服等)をもたらすことを目標としているか、また、研究開発成果が目標とする効果をどのように得るのか等を具体的に記載してください。








一行あけ
チェック項目
・現時点（平成２７年１２月末日時点）において、本課題の実用化までにはどの程度の期間を見込まれますか？
□　　１～２年程度　　　　　　□　　３年以上
継続課題が実用化に至るまでに必要と予想される期間について、現時点（平成２７年１２月末日時点）での予測期間について、回答してください。
---------以上までを最大８ページ程度で作成------------
